

取巧説明書 


S-71W 


パワードサブウーファー 


このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書の「安全に正し<お使いいただくために」は必ずお読み 
<ださい。なお、「取扱説明書」は「保証書」と一緒に必ず保营してください。 


ままに正し<ぉほいいただ<ために 


絵表示について 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正し<お使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財度への損書を未然に 
防止ずるために、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と意日ホは次のよラになっていまず。 

内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死こまたは重傷を負う可能性が想定される内容を示していまず。 

必主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷喜を負ラ可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される 
内容を示していまず。 

給表示の例 

A A 記号は注意 （ 警告を含む ) しなければな5ない内容であることを示しています。 

図の中に具体的な注意内容 （ 左図の場合は感電注意）が描かれていまず。 

^&記号は禁止 （ やってはいけないこと）ををしていまず。 

W 図の中や近<に具体的な禁止内容 （ 左図の場合は分辭禁止）が描かれていまず。 

^•記号は行動を強制したり指示ずる内容を示していまず。 

^図の中に具体的な指示内容 （ 左図の場合は電源プラグをコンセントか!5掘す）が描かれています 


お手入れについて 



通常は、柔！5かい巧で乾拭をして<ださい。ミちれがひどい場合は水で已〜6倍に薄めた中性洗剤に柔5かい巧を浸してよ 
く絞った後、ミちれをおさ取り、その後乾いた巧で拭いてください。アルコール、シンナー、ベンジン、巧虫剤などが付着ず 
ると印刷、塗装などがはげることがありまずのでご注意ください。また、化学ぞラさん等をお使いの場含は化学ぞラさん等 
に付属の注意事項をよくお読みください。 


音のエチケット 



楽しい音楽ち時と場所によっては気になるちのでず。隣近所への思いやりを十分にいたしましょラ。ステレオの音量はあ 
なたのむがけ巧第で大きくもルさくもなりまず。 

特に静かな夜間にはルさな音でも通りやすいものです。夜間の音楽鑑賞などには気を配りましょラ。近所へ音が漏れない 
よラに窓を閉めたり、ヘッドホンで聞くのも1つの方まです。お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 


サブウーファーご使用時のエチケット 

ヴブウーファーは耳に聞こえにくい超低音を再生します。超低音は壁や床を通して漏れていきまずので、音量には十分気を配って 
<ださし、。 


A 警告[異常時の処置] 

^万一煙が出ている、変なにおいや音がずるなどの異常状態のまま使用ずると火災•感電の原因となりまず。すぐに機器本体の 
E 電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。煙が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼 
ください。お客様による<度理は危険でずか5絶がおやめください。 

S 万一内部に水や異物等が入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか5掠いて販売店にご 
^連絡ください。そのまま使用ずると火災•感電の原因となりまず。 

g 万一本機を落としたり、カパーを破損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか!5振いて販売 
^店にご連絡ください。そのまま使用ずると火災•感電の原因となりまず。 


A ミ主意 

^機器本体の電源 （ POWER ) スイッチを切っても、電源の供給は停止しません。電源の供給を完全に停止するためには、電源プ 
E ラグ（遮断装置）を振く必要があります。旅行などで長期間この製品をご使用にな5ないとをには、安全のため必ず電源プラ 
グ（遮断装置）をコンセントか5抜いて<ださい。火災の原因となることがありまず。 
g 電源の供給を完全に停止ずるためには、電源プラグ（遮断装置）を振<必要があ0ます。万一の事故に備え、本機を電源コン 
^セントの近くに設置し、電源プラグ（遮断装置）に容易に手が届くように設置してください。 







周波数 (Hz) 

• ドルビーデジタル*の再生においては、サブウーファーの専用再生チャンネルの設定を推巽しており、特に LFE(Low 
Frequency Effect 二映画などの迫力を増ずための地鳴りのような効果音）の再生に巧して S-71W はち効です。 


付属品の確認 

RCA ピンコード （3 m) X 
電源コードX1 
保罰書X1 
取扱説明書（本書） 


巧長 

• 28 日 W ( PEAK ) 八イパワーアンプ搭載 
• 八イリニアリティ磁気回路搭載 25 cm ウーファー 
• 当社独自開発のフ王イズコント□-ル (Phase Control ) 技 
術*を採用 

* フェイズコント□ール巧術とは、マルチチヤンネルオーデイオのソフト 
制作時や再生時に発生する「低音のズレ」（時間遅れ及び位ネ目のズレ） 

を解消する技術です。 

設置 

スピーカーの設置 

S 胃のフ□ンピーヵーちが j のフ 111:4^ スピーヵー サブウ—ファーは、人間の耳が低音域において方向がわかりにくくなることを利用し、 重 

低音をモノラルで再生しまず。そのため、設置場所はかなり自由になりますが、あまり離 
れた場所に置くとサブウーファー料外のスピーカーとの音のつながりが不自然になる場合 
がありまず。 

• ヴブウーファー正面を U ス ニン グ位置に向けてください。 

• 本機はブラウン管テレビとの近接使用ができませんのでブラウン管テレビか5離してご 
使用ください。また、磁気に影響しやすい機器（フ□ッピーディスク、カセットテープ、 
ビデオテープなど）は本機から離してお使いください。近くに磁石など磁気を発生ずる 
ものが置かれている場合には、相互作用によりブラウン管テレビに色む5を発生ずる場 
合がありまずので、設置にご注意ください。 

設置例 

サラウンド効まを最大限に発揮させるため、下回のよ5なスピーカーの設置をお勧めしまず。 

-ブラウン管テレビの近くに設置するスピーカーは防磁型のものをお使いください。 

-左ちのスピーカーはテレビか! 5 等距離になるよラに設置してください。 

• リア（ヴラウンド）スピーカーはリスナーの真横または少し後方で、ちの位置か5 
約1 m 位上方に水平方向に設置すると効果的でず。 




么設置上のミ主意 

本機を設置ずる場合は、放熱を良くずるため他の機器や壁などか5十分な間隔をとって 
ください （ 天面2已 cm 臥上、後面1已 cm 总上、ち側、左側各1日 cm 切上）。本機と 
壁および他の機器との間隔がとれないと、内部に熱がこもり、性能不良や故障の原因に 
なりまず。また、十分な低音が再生できないことがあります。 

ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置かないでください。落ちたり、 
倒れたりしてけがの原因となることがあります。 

本機の上にものを置かないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの 
原因となることがあります。 

• 本機の上に液体を入れた容器を置かないでください。容器が倒れた場合、故障の原因となりまず。 

• 設置場所は床面のしっかりした場所を選んで設置してください。毛足の長いじゅ5たんの上などに設置すると、じゅラたんが振 
動板に®れて、異音を発生ずることがありまず。 

• 次のよラな場所には設置しないでください 

一 直射日光の当たる場所、暖房器具に近い場所。 

一風通しが悪く、湿気やホコリの多い場所。 

一 振動や傾斜のある、不安定な場所。 

ー アルコール類やスプレー式の殺虫剤など、引火性のものを使用ずる場所。 

一カセットデッキなど、磁界に影響される機器のおく。 

• チューナーのアンテナケーブルか5離して設置してください 

一 おくに置いた場合に雑音が出ることがありまず。このようなとさはアンテナやアンテナケーブルか5本機を離してご使用に 
なるか、やむを得ない場合は本機の電源を切ってください。 

スピーカーシステムとの組み合わせ 

• S-71W を小型スピーカーシステムと組み合わせると、下図の様な特性が得5れ、低音域が増強されます。 

小型スピーカー+ S-71W 


1レベル犯 




























接続のしかた 

お器の接攝や変更を巧5場合は、おず本傑とアンプ両方の電源を切 D 、 電源コードをコンセントか5巧いて<ださい 


ラインレベルの接続 



付属の RCA ピンコードで、本機の LINE IN 端子とアンプのサブウーファー用 
プリアウト端子を接続しまず。本機は、ラインレベルアウトプット端子が付い 
ているので、2台臥上のパワードサブウーファーを接続することができまず。 

A ミ 主意 

アンプの、ヴラウンド-センターチヤンネル用のプリアウト端子と接続ずると、 
センターチヤンネルのみの低音となり、十分な低音が得5れません。 


電源コードの接続 



電源コード 


壁の AC 
コンセント 


本機の電源コードを本体の電源コード接続端子 （AC IN) と壁のコンセントに差 
し込んでください。電源スイッチを入れる順番は、アンプを先に、本機をあとに 
して < ださい。 


各部の名荷 i とほいかた 

前面パネル 



1■パワ ー > r ンジケーター （ STANDBY / ON ) 

電源をオンにすると青色に点灯します。スタンパイ状態の時は赤色に点灯しまず。 

A 注意 

パワーインジケーターが消灯している状態でも、電源の供給は停止しません。電源の供給 
を完全に停止するためには、電源プラグ（遮断装置）を抜く必要があります。旅行などで 
長期間、この製品をご使用にな!5ないとさには安全のため必ず電源プラグ （ 遮断装置）を 
コンセントか!5抜いてください。火災の原因となることがありまず。 

2-電源スイッチ （ POWER ) 

電源がオンになりまず。ちラー度押すと、電源がオフになります。 


3- ボリュームつまみ （ VOLUME ) 

サブウーファーの音量を設定します。 

• 最ル （ MIN) 位置か!5ゆっくりと回してください。 

• 本機は独自に重低音のレベルを設定できまずので、アンプ側で低音の増強をしない 
で < ださい。 

4- 才ートスタンパイオン/オフ切り換えスイッチ (AUTO STANDBY ) 

オートスタンバイ機能を ON または日 FF にしまず。 

A 注意 

お買い上げ時、オートスタンバイオン/オフ切り換えスイッチは ON になっていまず。 


才ートスタンパイ機能 

入力信号がない状態で約12分間が経過すると、電源が自動的にスタンバイ状態（オフ状態）になりまず（パワーインジケーター 
がホ色に点灯します）。入力信号が入ると自動的に電源がオンになります。オートスタンパイオン/オフ切り換えスイッチを OFF 
にすると、才ートスタンバイ機能は無効になります。 

A 注意 

使用する環境によって、周辺機器か5のノイズなどの影響を受けてオートスタンバイ機能が働き、電源がオンになってしまラこと 
がありまず。そのよラなとさはオートスタンバイオン/オフ切り換えスイッチを OFF にして、電源スイッチで電源をオン/オフ 
して < ださい。 

5- フエーズスイッチ （ PHASE ) 

• スイッチを 18 Cr にずると入力信号に巧し出力の位ホ目を逆にしまず。スイッチを 0M こずると同位相になります。 

• 通常はぴで使用しますが、ヴブウーファーと左ちスピーカーの音のつながりが不自然に聞こえる場合は切り換えてみて、自然 
に聞こえる方に設定してください。 

6- ラインレベルアウトプット端子 (LINE OUT ) 

本機を経由して、他の機器に接続ずるとをに使巧しまず。 

7- ラインレベルインプット端子 （LINE IN ) 

ヴブウーファー用プ U アウト端モ付のアンプと、付属の RCA ピンコードで接続します。 

8•電源コード接続端子 （AC IN ) 

電源コードを接続します。ずべての接続が終わってか5、最後に AC インレットと壁のコンセントとを付属の電源コードで接続し 
てぐださい。 





















































































巧いかた 

r さ部の名称と使いかた」をあわせてご覧ください。 

1. 電源スイッチ （2) を巧します。 

電源を入れるときは、アンプの電源をオンにしてか6本機をオンにしてください。電源を切るときは、本機の電源をオフにしてか!5、 
アンプの電源をオフにしてください。 

2. アンプを操作して音を出し、本機なかのスピーカーの音量を調整しまず。 

3. ボリュームつまみ （3) で音量を調整します。 

お要に応じてフェーズスイッチ（已）を操作し、さ6にボ U ュームつまみ （3) で調整してください。 

4. ほ用をは電源スイッチ （2) を巧してオフにします。 

A’ ワーインジケーターが消巧しまず。 

A 注意 

音び歪んだ状態で長時間使わないでください。スピーカーが発熱し、故障や义災の原因となることがあ0まず。 

仕様 


アンプ部 

最大出力 . 280 W (PEAK) 

実用最大出力(100 Hz,1Q %, 6 Q ). 160 W (J 曰 TA) 

入力端子 

入カレベル . 190 mV 

位相切換 . ぴ /i8cr (切換） 

スピーカー 部 

型式 . 位相反転式フ□ア型 

スピーカーユニット . 25 cm コーン型 

再生周波数帯域 . 2目〜1日日0 Hz 


電源部-その他 

胃源 . 

消 H 動 . 

省エネモード時消費電力 （ スタンバイ状態） . 

外形寸法 . 

質量 . 

本機の仕様および外観は改良のため予告なく変更することがありまず。 


.AC100 V、已0/白0 H 之 

. 100 W 

. 日.4已 W 材下 

372 mm (幅） X 3白4 mm (高） x 412 mm (奧行） 
.19.3 kg 


が障かな？と思った5 


故障かな？と思った5、ちょっとチェックしてみてください。意外な操作ミスが故障と思われていまず。また、本機臥外の原因も 
考え5れまず。ご使用の他の機器および同時に使用している電気器具もあわせてお調べください。 


巧巧 

原因 

処置 

電源が入5ない。（パワースイッチを押し 
てちインジケーターが点灯しない。） 

電源コードが正しく接続されていない。 

プラグを正しく接続して < ださし、。 

音が出ない。（インジケーターは青に点巧 
する。） 

VOLUME つまみが MIN 位置になってい 
る。 

VOLUME つまみをゆっくりちに回してく 
ださし、。 

RCA ピンコードの接続が正しくない、ま 
たはがれている。 

接続を確認し、正しく接続して<ださい。 

音が歪む。 

音量が大さずぎる。 

VOLUME つまみを左に回し、音量を下げ 
て < ださい。 

アンプ側で低音の増強をしないでくださ 
い。 

発振 （ 大きな音が連続的に出る）ずる。 

本機の音量が大さずぎる。 

V日 LUME つまみを左に回し、音量を下げ 
て < ださい。 

チューナーを聞いたとさに雑音が多い。 

AM ループアンテナや FM の室内アンテナ 
が本機のおくにある。 

アンテナと本機の距離を離して < ださし、。 

音が途切れる。 

オートスタンバイ機能が ON になってい 
る。 

オートスタンバイ機能を OFF にしてくだ 
さい。 

音が出ない。（インジケーターはホに点巧 
する。） 

入力信号がない。 

才ートスタンバイ機能を OFF にしてくだ 
さい。 
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保証と アフターサービスについて 

巧証書（別添）について 

保証書は必ず「販売店名•購入曰」などの記入を確かめて販売店か5受け取っていただを、内容をよ<お読みのラえ、大切に保管 
してください。保証期間はご購入か51年間でず。 

補修用性能部品の最低巧ち期囲 

ステレオの浦修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後 S 年です。性能部品とはその製品の機能を維持ずるために必要な部品 
です。 

修理に閲ずるご質巧、ご相談 

お買い上げの販売店または、お近<のパイオニアサービスステーションをご利用<ださし、。 

電話番号は「ご相談窓□のご案内•修理窓□のご案内」をご覧ください。 

修理をなな!されるとを 

上記に従って調べていただき、なお異常のあるとをには、ご使巧を中止し必ず電源プラグを振いてか5、お買い上げの販売店または、 
おおくのパイオニアヴービスステーションにご連絡ください。 

連結していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• 電話番号 

• 製品名：パワードサブウーファー 
• 型番： S-71W 
• お買い上げ日 

• 故障または異常の内容の状況 （ でさるだけ詳しく） 

• 訪問のご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標（建物、公園など） 

保証巧囲中は； 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に記載されている当社の保証規定に基づき修理いたしまず。 

保証巧囲が過ぎているとをは： 

修理ずれば使巧できる製品については、ご帯望により有料で修理いたします。 

インターネッ ト によるお客様登録のお願い 
http://pioneer.jp/support/ 

このたびは弊社製品をお買い上げいただを、まことにありがと5ございました。脾社では、お買い上げいただいたお客様に「お客 
様登録」をお願いしていまず。 

上記アドレスか5ご登録いただくと、ご使巧の製品についての重要なお知5せなどをお届けいたします。なお上記アドレスは、困っ 
たとをのよくある質問や各種お問い合わせ巧の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービスの提供を 
目的としたページです。 



長年ご使用の AV 機器の点検を！ 



愛情点巧 



-電源コードや電源プラグ 




口 


このよラな症!犬は 
ありませんか 

が異常に熱くなる。 

-電源コードにさけめやひ 
び割れびある。 

-電源び入ったり切れたり 
する。 

•本体か5異常な音、熱、 
臭いがずる。 

今 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、すぐ 
に電源を切り、電源プラグを 
コンセントか5抜き、必ず販 
売店にご相談ください。 
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サービス拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（沖縄県の方は沖縄サービス認定店） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


•北海道地区 

☆北海道サービスセンター 
旭り I サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


FAX 01]-61 ]- 己日白4 
FAX 0] 巨白-曰己-7207 
FAX 0] 己已 -23-77 已7 
FAX 0138-40- 巨473 


受付月〜金9:30〜18:00 {± •曰•祝-鲜社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜を受付江30〜12:00、13:0日〜1汪00 (弊社休業曰は除く） 
干 064-0822 札幌巿中央区化2条西 20-1-3 クワヴワビル 
干070 -083 1旭リ怖旭町]菜] T 目 438-8 曰 
干080 -00] 己帯広巿西日条南 28 T 目 1-1 
干041 -08 ] 1函館市薑岡町 2- 1 8-7 


>東北地区 


☆東北サービスセンター 

FAX 

022 -37 已 -499 巨 

山形サービス認定店 

FAX 

023 -6] 己-] 627 

郡山サービス認定店 

FAX 

024 -99]-74 百巨 

盛岡サービス認定店 

FAX 

0] 日-6已日 -7648 

青森サービス認定店 

FAX 

017-73 曰-2438 

八戸サービス認定店 

FAX 

017扫 -44-33 已] 

秋田サービス認定店 

FAX 

018-86 曰-7401 


受付月〜金 9:30-18:00 吐•日-祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:3日〜12:00、13:00〜1江00 ( 弊社休業日は除く） 

〒日81 -3] 2 ] 仙台巿泉区上谷刈 6- 1 0-26 
〒日日 0-0023 山形市お波]- 8- 17 

〒日 63-886] 郡山市鶴見坦 1-9-2 巳クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 
干020 -00 已]盛岡市下太田下 J 11原]已 3- 1 
干030 -082 ] 青森巿勝田2- 16-10 
干03]-0802八戸巿か中野 3-16-8 
干 0] 0-0802 が田市外巧川き橋の目34已 -] 


>東京都巧 

世田谷サービスステーション 
化東京サービスステーション 
を摩サービスステーション 


受付月〜± 9:30〜18:00 (曰•巧-弊社休業日は除く） 

FAX 03-3419-4234 干1己己-0032世田咨区代沢 4- 2已 -9 

FAX 03-3 曰 44-7800 干1 70-0002 豊島区巣鴨]- 9- 4第 H 久保ビル ] F 

FAX 042-已24-已目47 干1目 0-0003 立り I 市栄町 4-18-1 ェクセ J レ立川 1 F 


•関東-甲信越地区 


☆東関東サービスセンター 

FAX 

043 -207-2 己巳己 

松戸サービス認定店 

FAX 

047-340-己〇已 2 

水戸サービス認定店 

FAX 

02 日- 248-130 已 

つ<ばサービス認定店 

FAX 

029扫-已8-] 369 

☆北関東サービスセンター 

FAX 

048-巨已 1-8030 

川越サービス認定店 

FAX 

04曰-233-巨已 8] 

宇都宮サービス認定店 

FAX 

028-巨已7-已882 

群馬サービス認定店 

FAX 

0270-22-] 8已9 

新漏サービス認定店 

FAX 

02己-374-百7已6 

佐渡サービス指定店横山電機商会 

FAX 

02己 9-63-3400 

☆南関東サービスセンター 

FAX 

04己- 943-3788 

横ミ兵サービス認定店 

FAX 

04己- 348-86 巨] 

巧奈川西サービス認定店 

FAX 

046 -23] -1209 

兰宅島サービス指定店勝見電機 

FAX 

04994 -6- 124已 

松本サービス認定店 

FAX 

02巨 3-48-0 已7曰 

長野サービス認定店 

FAX 

026 -229 -已2已〇 

甲府サービス認定店 

FAX 

〇己已 -228-8003 


受付月〜金9:3日〜1狂00吐•日•祝-弊社が業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 ( 弊社休業日は除く） 

干 263-0014 千葉市稲毛区作草部町1 369-1 椎の実ノ V イツ1 F 
干 270-0021 お戸市ル金原 4-9-23 
干3 ] 0-0844 水戸市住吉町307 -4 
干30己-004已つくば市梅園 2- 2-扫 
干33 1-08 12さいたま巿北；区宮原町 1-310-] 

干3己 0-0804 JI I 越巿下広咨1 ] 2扫 - 1 ] 

干 32]-0 曰] 2宇都宮市石井町 3373-21 

干 372-080] 伊勢崎市宮子町]] 91 -17 パサージュ808伊勢崎101号 
干9己 0-0 日82新漏巿中央区堀之内南 1-20-1 1 
干目己 2- 1209佐渡巿金井町千種1 158-1 

干 224-0037 横お巿都筑区をヶ崎南 2-18-1 ベルデュール茅ヶ崎 
干240 -0043 横お巿保±ヶ谷区坂本町2己0 
〒吕 43- 0422海を名市中新田 4-10- 日3中山ビル 1 F 
干] 00- 121 ] =宅村大字坪田 

干3日 0-08 已2松本市大字島立180-已パイオニアお本拠点 1 F 
干380 -0 日3日長野市中御所 1-24 
干 400-0035 甲府市飯田 4-9- 14 


•中部地区 

☆中部サービスセンター FAX 052-532-1 148 

岡崎サービス認定店 FAX 0己巨 4-33- 7080 

まサービス認定店 FAX 059-213-6712 

岐阜サービス認定店 FAX 0己 8-274 -已2已已 

静岡サービス認定店 FAX 0己 4-236-40 扫3 

沼津サービス認定店 FAX 0目日-目 67-84 己己 

おおサービス認定店 FAX 〇已 3-422-140] 

金おサービス認定店 FAX 07巨-240 -0 己己0 

富山サービス認定店 FAX 076 -42 己-3027 

福井サービス認定店 FAX 0776-27-1768 


受付月〜金9:3日〜1狂00 (± •日•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 ( 鲜社休業日は除く） 
干4己 1-0063 名古屋市西区押切 2-8- 18 
干 444-0931 岡崎市大和町字荒田3日-1大和ビレッジ B -] 
〒曰] 4-0821 津市垂水己22-己 
〒己00 -83 已已岐阜市六条江東 1-1-3 
干 422-8034 静岡市駿巧区高松 1-17-1 7 
干41 0-0876 沼津巿北今が1 2-7 
干430 -0 日12 ^^松市中区茄モ田了3己已-1 
干920 -03 白2金沢巿ち府3-巨 0-1 K 2 ビ J レ 1 F 
〒日3日-821 ] 富山市二□町1-7-] 

干91 0-0001 福并市大願寺3-日 -9 
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•関西地区 

☆関西サービスセンター 

FAX 

0 白-巨 3] 0-9] 20 

受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•巧-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜1狂00 ( 脾社休業曰は除く） 

〒已 64-00 己 2 吹田市広芝田了已- 8 

巧戸サービス認定店 

FAX 

078 -2 巨已 -0832 

干 6 己]- 00 白 3 

神戸市中央区二宮町 1 T 目 1 0-1 □—レル云宮ノースアベニュー 1 F 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792- 己]- 2 巨已 6 

〒扫 7 1-0224 

姫路市別所町佐 ±1-1 26 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -46-302 巨 

〒曰 41-00M 

和歌山市毛見] 126-4 

京都サービス認定店 

FAX 

07 已 -3 己 2-2 己 88 

〒扫 00 -扫 322 

京都市下京区西洞院通五条東南角か柳町巳 1 3-2 五条义保田ビル 1 F 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742 -36-87 13 

干 630 -8] 32 

奈良市大森西町 2 1-2 巨 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -己 37 己 

干 620 -00 己已 

福巧山市禱尾新町 2-74 カマ A チマンション 


• 中国-四国地区 

☆中四国サービスセンター 

FAX 

〇扫 2-248-9939 

受付月〜金江30〜18:00 (± •曰•ネ兄-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜1狂00 ( 弊社休業曰は除く） 

干 730 -0041 広島巿中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1 F 

岡山サービス認定店 

FAX 

086 -244-874 呂 

干 700 -097 己 

岡山市化区今 8-1 日- 2] 

松江サービス認定店 

FAX 

〇扫百 2-22-7779 

干 690 -00] 7 

松江市西津田 4 -日 -40 (有）テクピット内 

福山サービス認定店 

FAX 

0849 -3]-2791 

干 720 -08] 已 

福山市野上町 3- 12 -日 

鳥取サービス認定店 

FAX 

08 己 7-28 -召 0]1 

〒扫 80-0934 

鳥取市徳尾 423-2 

徳山サービス認定店 

FAX 

〇扫 34-33 -已 7 已 9 

干 74 己- 000 白 

周南市花富町 3- ]] 森広事務所 1 F 

高松サービスステーション 

FAX 

087 -8 己]- 4841 

干 7 巨 0-0078 

高お市今里町 1-1 巨- 1 

徳島サービス認定店 

FAX 

〇扫 8 -巨巨曰- 607 巨 

干 770 -扫 023 

徳島市腊占町中須日 2-] 大松ジョ U 力地下]階 103 号 

高知サービス認定店 

FAX 

088 -扫 02-3321 

干 780 -00 己] 

高知市愛ち町 3-12-13 見栄ビル] F 

松山サービス認定店 

FAX 

089- 白] ] -已白 08 

干 7 目 1- 召 0]3 

松山市山越日- 12-8 


•九州地区 


☆九州サービスセンター 

FAX 

0 曰 2-412-74 巨 0 

北九州サービス認定店 

FAX 

093-94]- 扫 3 己 4 

博をサービス認定店 

FAX 

0 日 2-4 巨]- 1 巨 43 

西九州サービス認定店 

FAX 

0 日日 2-20-1 目日] 

長崎サービス認定店 

FAX 

09 己- 849-4 巨 0 巨 

熊本サービス認定店 

FAX 

0 曰巨- 33 1-3323 

大分サービス認定店 

FAX 

097 -已己]- 2049 

宮崎サービス認定店 

FAX 

0 曰 8 已 -27-3 136 

鹿児島サービス認定店 

FAX 

0 曰 9-201-3803 


受付月〜金江30〜18:00 (± •曰•ネ兄-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜を受付江30〜12:00、13:0日〜1狂00 ( 弊社休業日は除く） 

干 81 2-00 16 福岡市博を医博を駅南 2- 1 2-3 

干 802 -0044 北九州巿か倉化区熊本 1T 目 9-4 植田ビル 1F 

干 81 2-0006 福岡市博を区上牟田 2 -巨 -7 

干 840-0201 佐賀市大和町大き居寺 2 日 8 扫 - 1 

干 8 已 2-8]4 已長崎市昭和 1T 目] 2-10 ク U スタルノ V イツ平野 

干 8 目 2-0 目] 8 熊本市花立日 T 目 14- 17 

干 870-092] 大分市获原 3-2 吕 -1 己曰商ビ J レ 10] 

干 880-0821 宮崎市浮城町 9 扫 - 1 

干 8 日 0-0046 鹿児島市西田 3-8-24 サニーサイド 2]] F 


•沖縄県 

沖縄サービス認定店 


TEL 098-987-1 120 
FAX 098-987-1 121 


受付月〜金 9:30 〜 18:00 (± •曰•ネ兄-弊社休業日は除く） 
〒日 02-0073 那覇市上間 413 琉電アパート 1- 己 


平成21年10月現在 


記載巧容は、予告な < 変更させていただ< ことびお0ますので予めご了承 < ださい。 









< 各窓□へのお問い合わせの時のごま意 > 

「0120」で始まる原！!フ U - コールおよび f © フ U -コールは、 PHS 、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 . PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理-お取り扱い（取り付け-組み含わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせ<ださい。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜目:3日〜18:日日、±曜日:3日〜]2:日日、13:日日〜17:日日（日曜-祝曰-弊社休業日は除く） 
■家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ra 0120-944-222 一般電話日3— 已4目目一2白8日 

■ファックス 日 3-34 曰日一已718 

■インターネットホームページ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の阳^(障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラかご確認 
ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

参お買いずめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 


受付時間月曜〜金曜9:30〜18:日日、±曜日:3日〜12:日日、13:日〇〜17:日日（日曜-祝曰•弊社休業日は除く） 

圓電言舌 日] 2日一己一81日28 —般電言舌日3-已4日目一2日23 

■ファックス 0 0120-5-81029 

■インターネットホームぺージ http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂日日（±曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

■-般電話 098-987- 112日 

■ファックス 日白8-日 87-1 121 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜 9:30- 1汪〇0、±曜9:30~12:00、 13:00-17:00 (日曜•ネ兄曰■脾社休業曰は除く） 

圓電言舌 @ 012。一已 一8109 已 一般電話0己38-43-11已1 

■ファックス 012 0- 己一日109已 

平成21年10月現を記載内容は、予告な<巧更させていただ<ことびあ0ますので予めご了承<ださい。 V 0 L .034 


⑥2009 ノイオニア株式会社禁無断転載 


パイオニア株式会社 T 1 53-8654 東京都目黒 区 目黒 1 T 目 4 番 1 号 


JIS C 日] 000 -3-2 適合品 


D50-5-10-1_A_Ja 


/ J に C 61日日日- 3-2 適を品とは、日本工業規格 r 電聰両立性-\ 
第 3-2 部:限度値一高調波電流発生限度値 (1 相当た0の入力電 
流び 20A 政下の機器)」に基づさ、商用電力系統の高調波環境 
\ 目標レベルに適合して設計•製造した製品です。 / 


この取扱説明書は環境に配慮して、パルプの使用量を、2日日已年度製品より4日％削減しています。 


<SRA1494-A> 















